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た。この相では，伝導 π電子は局在化し，磁性を担う自由度は局在化πスピン（s = 1/2）と
3dスピン（S = 5/2）になる。反強磁性長距離秩序の形成は，従来 3dスピンが主導すると考




































ターを一つ一つ求めていくというものである。その結果，結合定数 zdJd = 0.384 K，zπdJπd = 9.3 
K，60 K ≦ zπJπ ≦ 80 Kが得られた。これらの値は，単純なパラメーターフィッティング
によるものよりも信頼性の高いものである。磁化率の解析では，比熱で得られた結合定数の











適用では，転移温度 8.3 Kを再現する結合定数として zπJπ = 40 K, zπdJπd = 4 Kが得られた。こ
れは，平均場近似による低温物性の解析による結合定数の値と同じオーダーである。さらに，
副格子磁化の温度依存性については，π 系の反強磁性秩序に 3d スピンが受動的に従うとい
う，比熱の実験事実と一致する結果が得られた。また，λ-(BETS)2FeCl4 と λ-(BETS)2GaCl4
において磁気転移の有無を統一的な描像で再現することができた。 
以上の研究によって，我々の提案した結合したハイゼンベルグ模型は，λ-(BETS)2FeCl4系
の反強磁性絶縁相における低温物性ならびに磁気秩序安定化機構をよく説明し，再現するこ
とが明らかになった。 
 
